
自衛隊を戦地に占領軍として送る
イラク特措法強行可決糾弾！
政府与党は、昨夜参院委員会に続き

本会議でイラク特措法を強行可決しま

した。私たちは憲法の平和主義と戦争

放棄を踏みにじる暴挙を糾弾します。

審議の過

程での政府

答弁はデタ

ラメでした。小泉首相は「自衛隊は非

戦闘地域に送る」と言いながら 「どこ、

が非戦闘地域か、私が知るわけがない」と全くふざけた答弁に終始しました。福田官房長官も「殺

すこともあるし、殺されることもあるだろう 「消防士や警官だって危険はある」とまるで自衛隊」

員に死んでこい、殺してこいと言わんばかりの答弁を繰り返しました。日米同盟最優先、米軍最優

先のために何としても自衛隊をイラクに送って占領軍に参加させる、イラク人や自衛隊員が死んで

もかまわないというのが小泉内閣の本音なのです。

そもそも今のイラクは戦場そのものです。米中央軍の司令官自身

が「全土で組織的・計画的ゲリラ戦」と認めています。毎日１人の

米兵が殺され、６人が負傷しているのです。政府がいう「非戦争地

帯」などどこにもありません。そこへ重武装した自衛隊を送り込んで占領軍に参加し米軍を支援す

るなど許されるはずがありません。今度の戦争は何の大義もない米英国による侵略戦争です。他国

を侵略していつまでも軍事力で支配し続けられるはずもありません。侵略戦争に自衛隊を派遣して

参加するイラク特措法にあくまでも反対し、自衛隊のイラク派兵阻止のために反対の声を一人一人

2003.7.26があげ続けましょう。
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